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1. 2022年4月期第3四半期の連結業績（2021年5月1日～2022年1月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年4月期第3四半期 3,615 6.4 176 1.9 227 49.1 135 38.8

2021年4月期第3四半期 3,396 20.4 173 ― 152 ― 97 ―

（注）包括利益 2022年4月期第3四半期　　116百万円 （21.5％） 2021年4月期第3四半期　　95百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年4月期第3四半期 10.57 ―

2021年4月期第3四半期 7.63 ―

（注）2022年４月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、2021年４月

期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年4月期第3四半期 7,238 6,703 92.5 522.73

2021年4月期 7,154 6,638 92.7 519.98

（参考）自己資本 2022年4月期第3四半期 6,698百万円 2021年4月期 6,634百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年4月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00

2022年4月期 ― 0.00 ―

2022年4月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

2022年４月期の配当は未定です。

3. 2022年 4月期の連結業績予想（2021年 5月 1日～2022年 4月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益
百万円 ％ 百万円 ％

通期 4,900 2.3 180 △49.5

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧くだ

さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年4月期3Q 13,651,000 株 2021年4月期 13,651,000 株

② 期末自己株式数 2022年4月期3Q 836,468 株 2021年4月期 892,101 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年4月期3Q 12,786,514 株 2021年4月期3Q 12,758,899 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　新型コロナウイルス感染症により、国内外の経済活動は抑制を余儀なくされる状態が続いておりますが、当社グ

ループ主力の占いサービス事業は、主にスマートフォンやＰＣを通じたインターネットサービスのため、現在まで

のところ大きな影響は受けておりません。

　当第３四半期においては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため移行したリモートワーク体制を継続しつ

つ、オンライン占いイベント「占いフェス」の開催や、地上波テレビ番組への制作協力を通じて、グループ会社の

株式会社Luck Outに所属の占い師の露出を高めるなど、積極的なプロモーションの強化に取り組んでまいりまし

た。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は3,615,820千円（前年同四半期比6.4％増）、営業

利益は176,456千円（前年同四半期比1.9％増）、経常利益は227,909千円（前年同四半期比49.1％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は135,155千円（前年同四半期比38.8％増）となりました。

　なお、2021年12月24日に2022年４月期の連結業績予想の修正を発表しております。本業績予想に関しては発表時

点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,405,612 5,403,108

売掛金 516,942 618,210

商品及び製品 64,794 58,902

未収還付法人税等 34,294 59,390

その他 41,225 76,078

貸倒引当金 △1,531 △1,435

流動資産合計 6,061,336 6,214,253

固定資産

有形固定資産 48,297 35,984

無形固定資産

ソフトウエア 74,400 76,470

のれん 301,449 210,019

その他 11,130 20,997

無形固定資産合計 386,980 307,488

投資その他の資産

投資有価証券 423,853 423,955

その他 234,338 256,356

投資その他の資産合計 658,192 680,312

固定資産合計 1,093,471 1,023,784

資産合計 7,154,807 7,238,038

負債の部

流動負債

買掛金 176,438 166,683

未払金 158,830 247,117

未払法人税等 55,548 30,788

ポイント引当金 12,128 －

その他 112,018 89,783

流動負債合計 514,964 534,373

固定負債

繰延税金負債 885 575

固定負債合計 885 575

負債合計 515,850 534,948

純資産の部

株主資本

資本金 1,476,343 1,476,343

資本剰余金 1,401,720 1,401,720

利益剰余金 4,972,290 4,969,571

自己株式 △1,377,882 △1,291,985

株主資本合計 6,472,471 6,555,649

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － 102

為替換算調整勘定 161,864 142,841

その他の包括利益累計額合計 161,864 142,943

新株予約権 154 －

非支配株主持分 4,466 4,497

純資産合計 6,638,957 6,703,090

負債純資産合計 7,154,807 7,238,038

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

売上高 3,396,887 3,615,820

売上原価 985,195 1,087,016

売上総利益 2,411,691 2,528,804

販売費及び一般管理費 2,238,537 2,352,348

営業利益 173,153 176,456

営業外収益

受取利息 1,876 491

為替差益 － 50,760

助成金収入 4,212 －

その他 727 200

営業外収益合計 6,816 51,452

営業外費用

為替差損 27,034 －

その他 112 －

営業外費用合計 27,147 －

経常利益 152,822 227,909

特別損失

本社移転費用 － 6,237

特別損失合計 － 6,237

税金等調整前四半期純利益 152,822 221,671

法人税、住民税及び事業税 55,310 81,538

法人税等調整額 424 4,947

法人税等合計 55,735 86,486

四半期純利益 97,087 135,185

非支配株主に帰属する四半期純利益又は

非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
△299 30

親会社株主に帰属する四半期純利益 97,386 135,155

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年５月１日
　至　2021年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年５月１日

　至　2022年１月31日)

四半期純利益 97,087 135,185

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △161 102

為替換算調整勘定 △1,214 △19,023

その他の包括利益合計 △1,376 △18,921

四半期包括利益 95,711 116,264

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 96,010 116,234

非支配株主に係る四半期包括利益 △299 30

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年８月20日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式の処分を行いました。

この処分により自己株式は85,897千円（55,633株）減少しました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式は1,291,985千円（836,468株）となりました。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これによる主な変更点は以下のとおりであります。

・本人及び代理人取引

　顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引に関して、従来は、顧客から受け取る対価の総額

を収益として認識しておりましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識

する方法に変更しております。

・当社グループ発行ポイント及びクーポン

　当社グループが設けるポイント制度により顧客に付与するポイント及び定額課金サービスにより顧客に付与するク

ーポンについては、従来、付与したポイント及びクーポン（以下「ポイント等」）の利用に備えるため発行したポイ

ント等が使用されると見込まれる残高をポイント引当金として負債に計上し、当該引当額を費用として計上しており

ましたが、付与したポイント等について将来の失効見込みを加味して独立販売価格に配分したうえで履行義務を認識

する方法に変更しております。

　この結果、当該取引に該当するものについて、従来、「流動負債（ポイント引当金）」として計上していたもの

を、失効見込額を控除したうえで「流動負債　その他（契約負債）」として計上するとともに、「販売費及び一般管

理費（ポイント引当金繰入額）」として計上していたものを「売上高」より控除しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高が1,418千円、売上原価が2,017千円減

少し、販売費及び一般管理費が2,958千円増加した結果、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれ

ぞれ2,359千円減少しております。また、利益剰余金の期首残高は6,903千円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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(1) 払込期日 2021年９月17日

(2) 処分する株式の種類及び株式数 当社普通株式　55,633株

(3) 処分価額 １株につき547円

(4) 処分価額の総額 30,431,251円

(5) 割当先 当社の取締役（※）３名　55,633株

※社外取締役及び監査等委員である取締役を除きます。

(6) その他 本自己株式処分については、金融商品取引法による有価証券

通知書を提出しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う会計上の見積りについて）

　前事業年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの

仮定について、重要な変更はありません。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設され

たグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につい

ては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39

号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規

定に基づいております。

（譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分）

　当社は、2021年８月20日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分（以下「本自己株

式処分」という。）を行うことについて決議し、実施いたしました。

１．処分の概要

２．処分の目的及び理由

　当社は、2021年６月18日開催の取締役会において、当社の取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除

きます。）に対して、中長期的な企業価値及び株主価値の持続的な向上を図るためのインセンティブ及び、株主の

皆様との価値共有を進めることを目的として、新たな報酬制度として、譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度」

という。）を導入することを決議しました。

　また、2021年７月28日開催の第22回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式の付与に係る現物

出資財産として、既存の金銭報酬枠とは別枠で、当社の取締役に対して年額100,000千円以内の金銭報酬債権を支

給することについてご承認をいただいております。

３．譲渡制限付株式報酬制度の概要

(1) 譲渡制限期間

　対象取締役は、2021年９月17日（払込期日）から、本割当株式の内容の別に応じてそれぞれ次に記載する期間、

本割当株式について、譲渡、担保権の設定その他の処分をすることができない。

　①種：2024年４月期に係る定時株主総会の終結の時までの間

　②種：対象取締役が当社の取締役の地位を喪失するまでの間

(2) 譲渡制限の解除条件

　対象取締役が、譲渡制限期間中、次の事項を満たすことを条件として、譲渡制限期間の満了時において、本割当

株式の全部につき、譲渡制限を解除する。ただし、①種については、対象取締役が譲渡制限期間において当社の取

締役の地位を喪失した場合、当該喪失の直後の時点において、上記の地位を喪失した時期等に応じて合理的に調整

した数の本割当株式につき、譲渡制限を解除する。

　①種：継続して当社の取締役の地位にあること

　②種：当社の取締役会が定める一定の業績目標を達成すること

(3) 当社による無償取得

　当社は、譲渡制限期間が満了した時点その他本割当契約に定める所定の時点において、譲渡制限が解除されてい

ない本割当株式を当然に無償で取得する。
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